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１．研究の目的 

発展途上国において、竜巻や雷雨などのメソ大気現象は、毎年のように発生する大洪
水、また、接近上陸の際に大きな被害を発生させる熱帯性低気圧（台風、サイクロン）
に比べて、これまでは軽視されてきた。しかしながら、インドの西ベンガル州やアッサ
ム州、バングラデシュなどの北東インド地域では、毎年のように竜巻や雷雨が多数発生
することが、この共同研究で被害資料を収集することでわかってきた。1996年のバング
ラデシュのタンガイルで発生した、死者・行方不明者が500名をこえる竜巻(小野ら、1997、
林ら、1996)、2013年の死者36名を出した竜巻（村田、2014）の事例について、現地調
査のフォローアップ調査を計画した。この地域の竜巻発生の気象環境について、事例解
析を基礎とした統計的研究を進めて来ている(Yamane、2011、2012）。 
2015年 12月 23日にヤンゴン大学で開催されたワークショップ “Importance of 
neighboring network towards disaster mitigation and sustainable development among 
Myanmar, Bangladesh, and Japan”、2015年1月14日の京都大学主催の"Bi-Lateral Seminar 
on Kyoto University Initiative for Strengthening Collaboration between India and 
Japan"に参加し、バングラデシュの竜巻に関して研究を、この共同研究の成果として発
表した。さらに、2016年2月1-2日にインド工科大学ルールキー校での「アジアの強風災
害に関するワークショップ」、3月2-4日の首都大学東京での「アジアモンスーンに関す
る国際会議」、3月7日のインドアッサム州のCotton大学での「気候変動と気象災害に関
するKick-off会議」および3月9日のインド工科大学ガウハチ校での「インド亜大陸北東
部の気象災害」で、この共同研究の成果発表「インド亜大陸北東部の竜巻について」を
予定している。 

バングラデシュの竜巻の被害軽減について、2015年度はバングラデシュ国内の政情不安
のため十分に進めることができなかった。2016年度は現地での活動を再開し、この竜巻
に対しての成果をアッサムやミャンマーに対して適用する可能性を探ることを目的と
する。 
 
２．研究の方法 
以下の2つの項目を主目的として研究を進めた。 
(1)バングラデシュの竜巻の発生環境についての気象学的な解析方法をアッサム、ミャ
ンマーについて適用し、発生環境の相違を明らかにする。 
(2)2008年～2012年の東京工芸大学GCOEの活動で、バングラデシュに試験的に設置され
た地下の竜巻シェルターの継続的なフォローアップ。 
ミャンマー、アッサムについて、2015年度インド気象局、ミャンマー気象水文局を訪問
し、協力要請に基づき、今年度は、現地での竜巻の事例の収集を行い、バングラデシュ
との結果との比較を行った。対象地域では、気象レーダの整備が進んでいて、その資料
を収集して、気象解析を進め、被害軽減のための早期避難に結びつく、より有効な利用
方法を検討した。 
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３．研究成果 
当初目的とした、バングラデシュでの活動は、現地の政情不安のため、実施できな

かった。ミャンマーでは、昨年度、ミャンマー水文気象局に導入された気象衛星「ひ
まわり 8号」の画像およびその応用ソフトウエアの”SATAID“を基にして、強風災害を
引き起こす気象現象を確認した。さらに、京都大学防災研究所共同研究集会「南アジ
アの自然災害と人間活動」を開催した。なお，同共同研究集会は「インド北東部とバ
ングラデシュに構築した独自の気象観測網を用いてモンスーンにより引き起こされる
極端現象（洪水、旱魃、竜巻など）を解明してきた気象災害研究者の知見と、フィー
ルドワークを通じて地域社会が抱える課題（離農、民族紛争、在地技術など）を明ら
かにしてきた在地調査グループの知見を融合し、地域住民にとって実践可能な災害対
策のありようを探る。」ことを目的としており，気象学的な竜巻の分析や竜巻シェルタ
ーの適用性を検討する本申請とは内容が異なる。 
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